
コンドーム

使⽤前のコンドーム（突起部が精液溜まり）

コンドーム（英: Condom*[† 1]）は、ゴム（ラテッ
クス）やポリウレタンの薄膜でできた避妊具で
ある。性交時、勃起した陰茎に被せ膣内で射精
しても精液 を中に溜め膣内に流れ出さないよう
にすることで性感染症の予防や避妊の⽬的で使
⽤される。「ゴム」、「スキン」、「フレンチレター
*[1]」などの俗称・隠語がある。

1 概説

男性性器にかぶせて使⽤する、使い捨て型の避妊
⽤具である。先端部は精液を溜めるための⼩さな
袋状突起を有するものが多く、装着したまま膣内
で射精しても精液が膣内に流れ出ないようになっ
ている。またコンドームは粘膜の接触も遮断する
ため、避妊だけでなくクラミジアなどの性感染症
の予防にも⼀定の効果がある。

本品を使⽤した避妊は、経⼝避妊薬、⼦宮内避妊
⽤具（IUD）とともに現代の避妊⽅法として最も普
及している⽅法である。前者の避妊法と⽐べ⼊⼿
が容易であることや取り扱いが簡便である⼀⽅、
避妊率は最も⾼い指標でも年間 95%に留まる。中
国⾹港・⽇本・ギリシア・ウルグアイ・アイルラ
ンドでは、避妊法として使⽤されている割合が最
⼤である*[2]。世界全体の出荷数は年間約 58億個
である*[3]。
販売は 5個⼊りや 1ダース製品が主流で、1個あ
たり 0.15 - 0.9ユーロ程度で市販されている*[4]。

1.1 語源

コンドームの語源は、医師・コンドームの名から
来ているとする説と、フランスの地名・コンドン
にあるとする説があるが、そのような医師が実在
したかどうかは不明である。

1.2 形状

コンドームは、装着することによって性的快感を
損なわないよう、⾮常に薄くかつ丈夫に作られて
おり（約 0.02 - 0.1mm前後）、表⾯にはゼリー状の
潤滑剤が塗布されている。⼥性が快感をさらに得
られるよう、表⾯に凹凸状の加⼯がされているも
のや冷感・温感剤を塗布したもの、ゴム臭を抑え
るための⾹り付けをしたものもある。

また、ラテックスゴムに対するアレルギーや特有
のゴム臭を避けるために、ポリウレタン 製コン
ドームも開発された。ポリウレタン製コンドーム
は、ゴム製のものと⽐較すると熱伝導に優れ、相⼿
の体温が感じられる利点があり、また 0.02mmと
⾮常に薄いにもかかわらず丈夫である。コンドー
ムの⾊は半透明、⽔⾊、ピンク⾊、蛍光⾊、⿊⾊
などカラフルな⾊が多数揃っており、好みで選ぶ
ことが出来る。また勃起時のペニスの直径によっ
て異なるサイズをラインナップしているメーカー
もあり、S（直径 31mm）*[5]。から LL（同 44mm）
まで各⼈のペニスのサイズに合わせて選べる。

• 個包装

• 全開した状態

• 店頭に並ぶ様々なコンドーム

1.3 効能

1.3.1 避妊

普及している避妊 の⼿段であり、正しい使⽤法
で⽤いれば妊娠する確率を⼤きく低減できる。精
⼦は射精時の精液だけでなく前段階で分泌され
るカウパー腺液 中にも僅かに存在する場合があ
るため、射精直前ではなく⼥性器への挿⼊前に装
着する必要がある。
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1.3.2 妊婦との性交

妊婦と性交する場合、陰茎をそのまま膣に挿⼊し
射精しても、新たな妊娠の可能性は低い。ただ、
精⼦には⼦宮を収縮させる成分・プロスタグラン
ディンがあるため、妊娠後期の場合、胎児にリス
クが及ぶ恐れがあるほか、わずかでも妊娠の可能
性があるので、性交時にはコンドームを装着して
⾏うのが望ましい。

1.3.3 性感染症予防

コンドームによる避妊は、男性の尿道経由での性
感染症や、精液・⾎液の膣内接触による性感染症
の予防に有効である。ただし⽑じらみなど、保護
対象外部分の接触によるものには効果がない。

欧⽶での性教育ではこの点に重点が置かれてい
る。特にエイズ（ヒト免疫不全ウイルス感染症、
HIV感染症）について多くの疫学調査が実施され
ており、これらの結果から世界保健機関（WHO）
は2000年にコンドームの使⽤によって HIV感染
リスクを 85% 減らすことが可能だとの試算を報
告している。コンドーム使⽤によって完全に感染
防⽌ができるわけではないが、HIVには有効なワ
クチンが存在しないことや、抗 HIV治療に掛かる
コストとの兼ね合い、また他のウイルスに対する
ワクチンの場合の予防効果の実績などと⽐較して
もコンドームによる HIV 感染予防の持つ効果は
⼤きいものだという判断から、WHOはエイズ対
策の⼀環としてコンドームの使⽤推進キャンペー
ンを⾏っている*[6]。
性⾏為感染症の予防効果については、疫学調査
の⽅法や対象集団の選択などに議論がある。また
製造、管理が不⼗分な⼀部の新品のコンドームに
HIVを通す⼩さな⽳が無数に確認され、WHO（世
界保健機関）も、コンドームだけで完全に HIV感
染を予防できるとは考えていない。その為、どの
メーカーにも「コンドームでエイズや性感染症は
完全に防げない」と明記するように呼びかけてい
る。

• 装着の様⼦

• 装着性交の様⼦（性器同⼠は接触を防げるが、
陰⽑や⽪膚は対象外）

• 射精後のコンドーム

1.4 装着

※注意ここにはコンドームを装着した男性器の画
像がある。画像をご覧になりたい⽅は右端の「表
⽰」をクリックされたい。
*[7]*[8]

1. 勃起した陰茎の包⽪を押し下げる。

コンドームを装着したペニス

2. コンドーム先端の精液 溜り（⼩袋）をつま
んで空気が⼊らないようにし、その状態のま
ま⻲頭部に指で固定する。

3. コンドームを固定したままコンドーム周囲の
ロール状に巻いてある部分を押し下げ、陰茎
に密着させながら包み込む。

4. ロール状に巻いている部分が陰茎の根元まで
伸びれば完了。

陰茎が⼗分勃起していない状態ではうまく装着で
きない。コンドームを裏返しにすると装着できな
い。装着時に陰⽑を挟み込まないようにする。挟
み込んだまま使⽤すると、陰⽑が引っ張られ痛み
を伴う。

2 女性用コンドーム

⼥性の膣内に装着する女性用コンドームは、⼥性
の外陰部と膣壁を覆い、精液の侵⼊を防ぐ。⼥性
が主体的に利⽤できる避妊法として注⽬された
が、装着がやや難しいことや装着時の外観の問題、
膣内で胴部がしわになって密着感がなく、違和感
を覚えること、男性器に装着するコンドームと⽐
較して割⾼であることなどの問題点があり、男性
⽤コンドームと⽐べてあまり普及していない。

⽇本では、不⼆ラテックスが⼥性⽤コンドームを
輸⼊・販売している。⼤鵬薬品も「マイフェミィ」
の商品名で発売していたが、2004年4⽉ 30⽇に
販売中⽌となった。

なお、⼥性⽤コンドームと男性⽤コンドームの同
時併⽤は推奨されない。これは、男性⽤コンドー
ムの⼆枚重ねが、ゴム同⼠の摩擦による破損や位
置のずれを起こしやすいのと同じ理由によるもの
である。

• ⼥性⽤コンドーム

• ⼥性⽤コンドームの装着位置
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装着⼿ࢇ

3 歴史

コンドームの起源は、紀元前 3000年頃の初期エ
ジプト王朝にあると⾔われており、ブタやヤギ
の盲腸や膀胱を利⽤して作られていた。同種の
動物内臓を⽤いた男性⽣殖器に装着する物品は世

界各地で利⽤され、⿂の浮き袋を利⽤した物も伝
えられている。

1564年、イタリアの解剖学者・ファロピウスが、
性病予防の観点から、リネン鞘と呼ばれる陰茎
サックを開発したが、実⽤性は疑問視されていた。

なお、今⽇のコンドームの原型となったのはチャー
ルズ 2 世 の殿医ドクター・コンドーム（⼈名）
が1671 年 に⽜ の腸膜を利⽤して作った物であ
るとされている。なお、読みについては"コンド
ン"と発⾳する場合もある。これはチャールズ 2世
が無類の好⾊で⾮嫡出⼦だけでも 14名の⼦をも
うけ、王位継承の混乱を避けるための措置だった
と⾔われている。しかしドクター・コンドームとい
う⼈物が実在した証拠はなく、またコンドームは
チャールズ 2世が王位につく 100年以上前から使
われていたようである*[9]。
ゴム製のものは1844年にゴム精製技術が改良さ
れてから後のことだと⾔われているが、この辺り
の事情ははっきりしていない。

⽇本では江⼾時代に導⼊されており、その後1909
年 にゴム製の第 1 号が誕⽣した。ただし当時は
まだ正しい使⽤法が知られておらず、使⽤後裏返
して再使⽤したという話も多く伝わっている。当
時の有名な⽇本製コンドームとしては「ハート美
⼈」「敷島サック」、そして軍⽤の「突撃⼀番」「鉄
兜」などがある。

現代のシームレスタイプのラテックスコンドー
ムはポーランド で発明された。発明家で実業家
のポーランド⼈ユリウス・フロム が新製法を確
⽴、1916年に特許を取得し、1922年に⼤量⽣産
を開始、新⼯場がドイツ、ポーランド、オランダ、
デンマークなどに建てられ、「フロムス・アクト」
の商品名でヨーロッパ各国で販売され⼤成功をお
さめた。このためドイツでは「フロムス」がコン
ドームの代名詞となっている。しかし⼯場のほと
んどは1938年にナチス・ドイツの脅迫によって
⼆束三⽂の代価で乗っ取られ、ヘルマン・ゲーリ
ングの代⺟の⼀家の⼿に渡った。戦後、「フロム
ス」のコンドームは「マパ」と商品名を変え、現
在でも販売されている。

今⽇では性病予防の観点から世界的にも使⽤が推
奨されている。

4 製造

4.1 製造過程

1. 原材料受⼊

2. 配合

3. 成形

4. 加硫

5. 検査
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6. 包装

7. 出荷

現在では多くのコンドームが天然ゴム を基剤と
している*[10]ほか、ポリウレタン製など、⾮ゴム
製のコンドームも製品化されている。世界市場占
有率第 2位のメーカー⼯場では、年間約 5億個（1
⽇あたり約 140万個）を製造しているという。マ
レーシア から輸⼊した原料ラテックスをも検査
し合格したものだけを使⽤するとしている。検査
では、⼩さな⽳が開いていないか全数を電気導通
⽅式で検査し、不良品を出荷させないようにして
いる*[11]。⼀⽅、同じような厳格な検査を謳って
いた別の有名メーカーでは1998年、⾏政当局によ
る抜き打ち検査で不良品が含まれていたことが判
明し、出荷済みの約 5,000万個を⾃主回収すると
発表したことがあった*[12]。

• ⽇本のコンドーム製造⼯場

• 漏れ検査の様⼦

前述のように天然ゴムが原料であるため、ラテッ
クスアレルギーを持つ⼈はポリウレタン製コン
ドームを使⽤すべきである。また、油性のローショ
ン等を使⽤すると腐⾷し、⾏為中に破れる可能性
がある。2枚重ねて使⽤することも⾒受けられる
が、ゴム同⼠の摩擦によって破損する可能性が⾼
まるため、避けるべきである。

4.2 主なメーカー

• デュレックス

• オカモト

• ベネトン（OEM）

• 不⼆ラテックス

• 相模ゴム⼯業

• 第⼀三共ヘルスケア（OEM）

• ジェクス

• 中⻄ゴム⼯業（ジョニーハット）

• トロージャン（Trojan）

• ライフスタイルズ（LifeStyles）

欧州、⽇本、⽶国、中国などのメーカーで⼤多数
を占める。それ以外の国・地域にもメーカーがあ
るが、低品質に留まることが多い。各国市場ごと
に占有率が異なるが、全世界では英国・デュレッ
クス（世界市場占有率26%）、⽇本・オカモト（同
20%）の 2強となっている。

5 コンドームと社会

5.1 入手

⽇本では薬店・薬局（調剤専⾨の薬局を除く）な
ど、医薬品関係の販路を中⼼に、店前の⾃動販売
機やコンビニエンスストア、スーパーマーケット、
100円ショップ、アダルトグッズ販売店などで販売
されているほか、輸出もされている。イギリス、ド
イツ、中華⼈⺠共和国など、公衆トイレに⾃動販
売機が設置されている国々もある。インターネッ
トのショッピングサイトでも販売されている。

中学校や⾼等学校の「性教育」の⼀環で、⽣徒に無
料配布する例もある。ブラジルでは公⽴中学校
に無料配布機が設置されており*[13]、これにより
「望まない妊娠が半減」したとの調査結果を保健省
が発表している。これについては「（若年層或い
は性知識の乏しい者による）望まない妊娠を防げ
る」とする反⾯、「若年層の性交（婚前交渉）を促
進している」などとの反対意⾒もあり、社会的合
意形成までには⾄ってない。

2008 年、ブラジル政府 は“世界最⼤の公共パー
ティ”と呼ばれるリオデジャネイロのカーニバル
期間中、1950 万個ものコンドームを無料配布し
た*[14]。名⽬は性感染症防⽌と避妊の両⾯であ
る。オリンピック選⼿村では1992年バルセロナ⼤
会から、公式スポンサーが選⼿向けにコンドーム
を配布しており、2012年ロンドン⼤会では史上
最多の 15万個を配布するも、“品薄”と報じられ
た*[15]。オリンピック選⼿と性の問題は、度々報
道で取り上げられる。

• 栄養ドリンク⾃動販売機の横（⽇本）

• ⾃動販売機（中国）

• ⾃動販売機

• 住宅街にある⾃動販売機（ドイツ）

• トイレにある⾃動販売機（ドイツ）

• コンドーム専⾨店（オランダ）

• 15 万個のコンドームが公式配布された 2012
年オリンピック選⼿村

5.2 規制

カトリック教会 の総本⼭であるローマ教皇庁
は、「禁欲とリズム法」以外の避妊を認めていな
い。したがって同教会国家であるバチカン市国は、
世界で唯⼀コンドームを認めていない国となって
いる。1994 年 のカイロ会議では、性病防⽌のた
めの使⽤にすら反対した。ただ、当時のローマ教
皇ベネディクトゥス 16 世 は2010 年、「倫理上の
解決⼿段として」と条件付きながら使⽤正当化の
⾒解を⽰した。⼀⽅でこれは例外的な状況におけ
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る限定的措置であり、教会の⽅針転換ではないと
して同国広報局が声明を発表している*[16]。
⽇本の「⻑崎県少年保護育成条例」には、1978年
の改定以降「⾃動販売機により避妊⽤品を販売
することを業とする者は…（略）…知事 に届け出
なければならない」（第 8 条）、「避妊⽤品を少年
に販売し、または贈与しないように努めるものと
する」（第 9 条第 2 項）、「常時監視できる屋内に
設置し、かつ、屋外から購⼊できないような措置
をとらなければならない」（第 10条第 3項）など
と、コンドーム販売規制項⽬（努⼒義務）があっ
たが、これらの項⽬は2011年の改定で撤廃され
た。ただし規制当時の現地でコンドームの売れ⾏
きが悪いというデータはなく、当局による指導も
なかったと証⾔する店もあり、規制は有名無実化
していたとする報道がある*[17]。
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